
 

 学 校 名 等 海津市立下多度小学校 

実 施 日 時 令和元年６月８日（土） 13：30～15：00 

会 場 下多度小体育館 

参 加 人 数 全児童(８９人)及び保護者（６５人）、地域の方（２３人）  

協力：岐阜協立大学マイスター倶楽部の方（８人） 

学習課題（分野） あったかい絆宣言「親子情報モラル教室」 

運営者の願い 

親子の会話を大切にするために、ネットやゲーム機の使い方を親

子や仲間と共に考える。大人はどのように情報機器を扱っていくと

よいか、子供たちにどのように教えていくとよいかを見直す機会と

したい。 

学 習 の 内 容 

＜ワークショップ開催にあたり＞ 

 小学生ではまだ自分のスマホの保持率は低いものの、ネット環境の整っている家庭がほとんどであ

り、自分のゲームや保護者が持つパソコンやパット、スマホでＳＮＳが使える状態にある。しかし、現状

はそれが家族の課題とまでは至っていないため、情報モラルだけでなく、お手伝い等の約束事や日常

の家庭生活と関わらせながらワークショップができるように、班形態、テーマ、進め方について数回打ち

合わせをした。 

【保護者】 地域別で活動 13：30～13：50 

＜開会＞ ＰＴＡ役員より、挨拶と趣旨を説明 

＜講話＞ 教育委員会情報モラル担当より 

「あったかい絆宣言」の取り組みと海津市の子供たちの現状と課題について 

【児童】会場へ入り、保護者と一緒に活動 13：50～15：00 

＜情報モラル教室＞ 

◇開会あいさつ 青少年育成推進員会長より 

◇本日の情報モラル教室の目的や進め方について 青少年育成推進員より 

岐阜協立大学マイスター倶楽部の方、地域の方を紹介  

◇ワークショップができるように移動    

地域別で１２グループ １グループ（児童＋保護者＋地域の方・大学生）１２～１７人程 

＜ワークショップ＞ 全体進行 ： マイスター倶楽部 小川先生 

1. アイスブレイク 気持ちがほぐれるように、全員でジャンケン遊び。 

2. ＫＪ法によるワークショップ グループ進行：ＰＴＡ役員・青少年育成推進員・大学生 

テーマ  Ⅰ スマホやゲームはどのくらいやっているかまたはやりたいか。 

Ⅱ 家族のコミュニケーションは取れているか。 

★ 安全に生活し、家庭生活をよくするために心がけることや約束 

① Ⅰ・Ⅱについて、児童はブルー、保護者はピンクの付箋に現状・意見を書く。 

② 模造紙に、同じような意見をグループにしながら貼る。 

③ グループで出た意見を話し合い、★について自分の考えを書く。 

④ まとめをする。 

⑤ 小川さんに代表グループを選出してもらい、発表する。 

3. 親子で「情報モラル我が家の約束」記録表に我が家の約束を話し合い記入する。 

4. まとめ 小川さんによるまとめと講評。 

◇振り返り 校長先生より 

今日の話し合いの意義や成果を価値づけ、家庭生活で大切なことについて話す。 

＜閉会のあいさつ＞ ＰＴＡ役員より 

＜在宅取り組み＞ 

「情報モラル我が家の約束」を６月９日～１５日の７日間実施。１７日（月）に学校に提出。 

＜アンケートより＞ 

・子どもは親のスマホの使い方をよく見ているなと思った。反省すべき点がいくつもあった。 

・地区ごとに集まって意見を出し合うのがよかった。 ・同じ学年で行ったほうがよかった。 

・低学年には難しい内容だった。            ・最後に他の家庭との交流時間が欲しかった。 

・大学生の話が聞きたかった。              ・いろんな意見が出てきておもしろかった。  

・もっと他のグループ発表を聞きたかった。      ・休日参観日に実施しなくてもよい。 など 

学校行事参加型＋体験活動参加型＋講演会型＋子育てサロン型＋在宅取組型（小学校） 

〈意識付け〉 

意見交流の紙を校内に掲示

し、在宅取組への意識付けた。 

〈実施日の工夫〉 

休日参観日に実施し、多く

の保護者と地域の方に参加

いただいた。 

〈ワークショップの工夫〉 

小学生では、兄弟率が高

く、登下校や子供会行事等で

地域との繋がりが深いため、

通学班編成の地域別グルー

プで実施した。 

〈意見の視覚化〉 

親と子で付箋の色を変え、

意見が一目で分かるようにし

た。 

我が家の約束を親子で話し合う 
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〈各家庭の様子

が分かる〉 

親子の話し合

いの様子が分か

り、参考にするこ

とができた。 

〈課題・改善点〉 

ワークショッフﾟが初めて

の体験なので、もっとしっか

りとコーディネートが必要

だった。 


